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 目指す学校 

 本校は島しょ地区に位置する小規模校で、小中併設校という特徴がある。子供たちは真面

目で年齢や男女の隔てなく関わり合っている。保護者、村民は学校の活動に関心が高く、多

くの行事に参観、参加している。海にも山にも近いという豊かな自然を生かした体験活動を

実施することができる。一方で情報に接する機会が限られること、多様な意見が出にくいな

どの課題もある。地域に根ざした教育を進めることで、学力においても人間性においてもた

くましい子供を育てたい。たくましさを身に付け、自己肯定感を高めることで自信をもって

「１５歳の旅立ち」を迎えられるよう、次の３点を教育目標として掲げる。 

 

自主  自分から進んで努力する子供（生徒） 

協和  きまりを守り、互いに助け合い、協力する子供（生徒） 

健康  明朗で心身ともに健康な子供（生徒） 

 

 目指す教師像 

〇児童・生徒理解、地域理解に優れた温かい教師 

〇高い人権意識をもち、児童・生徒、保護者、地域から信頼される教師 

〇互いに研鑽し合い、生涯にわたって学び続ける教師 

 

今年度の重点 

（１）学習指導 

・地域から学ぶことで自分の住む地域への理解を深め、愛着と誇りをもたせる。 

・９年間を見通し、発達段階に応じた系統的な学習に取り組み、生涯にわたって学ぼうとす

る姿勢を育てる。 

・読書の推進、新聞の活用を進めるとともに情報リテラシーを高める。 

（２）生活指導・進路指導・特別活動 

・挨拶を励行し、違う意見や立場を尊重し、互いを大切にする姿勢を育てる。 

・勤労体験、奉仕活動などを通して勤労の意義や社会福祉の精神を学び、将来社会を支える

一員としての資質を育む。 

・小中併設校の特色を生かし、学校行事や黒潮会活動などの小中学校合同の活動を推進し、

主体的に活動に取り組もうとする意欲を養う。 

・「１２歳の進学」「１５歳の旅立ち」を活用し全教職員が共通理解して指導に当たる。 


